
現在までの取組状況

H e l l o ！ Y o u T u b e ！ やってみた

目 的

森林環境教育を

従来より広く普及させる

感染症リスクを抑えながら実施する

新たな方法の開拓

背 景
○従来、森林環境教育イベントの実施は、教育関係機関等からの要請に依存する傾向

→自発的に発信できないか

→より気軽に森林環境教育を受けてもらえるようにならないか（⇔実施コストを低くできないか）

○コロナウイルス感染症の影響により、対面形式での森林教室、イベントの実施が制限

→非対面でも普及・啓発を行えないか

茨城森林管理署 中澤亮太

実施の方法
○映像（動画）による森林環境教育

○内容

①森林の多面的機能（水源涵養、温暖化防止等）

②林業のサイクル（植付け、下刈、間伐等）

・小・中学生にも理解できるレベルで説明

(⇔森林教室で活用することを想定)

・各トピック毎に作成・全10話程度で計画

・キャラクターと人物との対話形式

・説明時にはスライドアニメーション

・再生時間は５分程度

○撮影場所

・北茨城市和尚山国有林1001林班

…ブナ・ミズナラ等の広葉樹の天然生林

○動画の公開

・農林水産省のYouTubeアカウントmaffchannelに掲載

令和２年度 関東森林管理局森林・林業技術交流発表会 ポスター発表

取組の結果から
○第１回公開から約３か月間で延べ約5,000回の視聴

→YouTubeへの掲載により、「従来より広く普及」できる
方法となり得る

○しかし、単に公開しただけでは、視聴者を増やすのは難しい
→動画自体の認知度を高める必要

撮影の様子

イベント時の上映の様子

maffchannel内
の再生リスト

公開日 タイトル（内容） 視聴回数
（R3.1.22現在）

R2.10.12 『日本の森林と世界の森林』
・国内外の森林現況について

3,340

R2.11.20 『森林は水のみなもと・緑のダム！』
・水源涵養機能について

1,634

R3.1.12 『きれいな空気、つくります！』
・大気浄化機能について

601

R3.2（予定） 『暑い地球を冷やします！』
・地球温暖化防止機能について －

R3.3（予定） （土砂災害防止機能について） －

R3.3（予定） （生物多様性保全機能について） －

R3.3（予定） （木材供給機能について） －

R3.4～（予定） （林業の意義・作業サイクル等について）
※企画中 －

日付 内容

R2.10.18 林業団体主催のイベントにお
いてPRを実施。

R2.11.1
林業団体主催のイベントにお
いてPRを実施。

R2.12.7 署HP・局HPにおいて動画公
開を周知。

R3.1.20
茨城県教育委員会へ、教育関
係機関への活用を依頼。

○公開スケジュール

○広報・PR活動

今後の方針

○教育関係機関等へ動画のPR

○内容をより充実させるため、生徒・教育関係者へのヒアリング
第１回目の視聴画面

署HPにて動画PR 動画URLのQRコード

スマホからも
アクセスできます！
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